
（図-9）である。式(1)と(2)によるPreSFRC03-Bの計算値は

312kN.mと344kN.m，PreSFRC05-Bの計算値は313kN.mと

345kN.mとなる。PreSFRC03-BとPreSFRC05-Bの曲げ終局強度

Muの中で繊維寄与分は，式(1)ではそれぞれ0.2%と0.4%，式(2)
ではそれぞれ0.8%と1.4%であり，これらの部材では繊維寄与

分は大きくない。実験から得られた圧縮側コンクリートひずみ

0.3%時の曲げモーメントと比較すると，式(1)によるPreSFRC
図－9 修正応力ブロック 03-BとPreSFRC05-Bの算定値は実験値に対しては27%と23%，

式(2)によっては40%と36%大きくなり，平均32%過大評価している。

４．２ せん断

日本建築学会「プレストレストコンクリート設計施工規準・同解説
4)
」（以下，PC規準）ではトラ

ス－アーチ機構に基づく式(3)によってせん断終局強度を算定した。

                                               
   tan2

2
0

00 ywwcywwPC fpFDbfpjbQ  ・・・・・・・・・・・・(3)

ここで，b0 = 断面幅; j0 = 圧縮鉄筋と引張鉄筋の重心間距離; Fc = コンクリート圧縮強度; wfy = せん断補

強筋降伏強度; pw = せん断補強筋比;  ＝コンクリート有効係数である。せん断試験体PreSFRC03-Sと

PreSFRC05-Sに対する式(3)による算定値はそれぞれ371kNと373kNとなり，実験値に比べてそれぞれ

21%，25%小さくなった。式(3)はせん断補強筋が降伏するせん断引張破壊に対する耐力を求める式で

あり，本実験のようにせん断斜張力破壊した場合には適用できないと考えられる。本試験体のせん断

破壊時の試験区間中心における斜張応力を実験時耐力とプレストレス力から算出した。PreSFRC03-S
とPreSFRC05-Sの斜張応力はそれぞれ4.28 N/mm2

と4.74N/mm2
となり，コンクリート割裂引張強度とほ

ぼ一致した。以上のことより，本試験体は斜張力ひび割れを生じた後，繊維によりせん断補強筋の抵

抗能力が向上しひび割れ幅の進展が抑制される。その後，繊維による延性の限界に達し，破壊したも

のと考えられる。

５．まとめ

1) プレテンション部材にSFRCを用いることによる曲げ強度向上は大きくはなかったが，せん断実験

では繊維混入量差0.2%によってひび割れから終局まで平均1.1倍せん断強度が上昇した。これは，繊維

とせん断補強筋がともにせん断力に対して抵抗したためと考えられる。

2) プレテンション部材にSFRCを用いることによる曲げおよびせん断破壊靭性向上が確認できた。

3) ひび割れ間隔はPRC指針によるひび割れ間隔算定値の約半分となり繊維によるひび割れ分散性は

確認できた。しかし，実験結果からは繊維量差0.2%による曲げ部材のひび割れ分散効果は確認できな

かった。プレストレス力によるひび割れ幅制御が繊維補強差0.2%によるひび割れ幅制御効果に優った

ものと考えられる。

4) 曲げ部材耐力実験値はSwamy，Henagerの評価式より21〜29%小さく，せん断耐力実験値はPC規準

式算定値と比べ21～25%小さくなった。曲げ，せん断部材ともに繊維補強効果を適切に反映した設計

法が必要である。
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Abstract Evaluation of crack widths is one of key points for performance design of prestressed reinforced concrete 

(PRC) beams and reinforced concrete(RC) beams.  Though estimations of spacing of flexural cracks and strains of 

confining concrete around tensile reinforcement are necessary to evaluate crack widths, equations provided in standards 

and guidelines are usually based on data of small sized reinforced concrete prism and beams. 

In this study, to investigate equations for estimating flexural crack spacing and strains of confining concrete, tests were 

carried out using large scale PRC and RC beams with experimental factors, that is, depths of beams, tensile 

reinforcement ratios, concrete strength, and average prestress. Following main results are obtained. (1) Equations to 

calculate spacing of flexural cracks and strains of confining concrete using a new tensile reinforcement ratio which 

considers  neutral axis depth of beam sections are induced.    (2) A new definition to classify RC and PRC is proposed 

from analytical examinations on  stress jumping occurred in RC and PRC beam sections. 

 
Key words Crack width, Spacing of flexural crack, Strain of confining concrete around re-bar, Definition of  PRC 
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